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◆記事内容◆

 この情報誌は、共同募金の助成を受けて発行されています。

認知症サポーター養成講習

令和４年度令和４年度

サマーボランティア研修

パラスポおおすみ

修修修修

共に学び、 共に助け合い、共に学び、 共に助け合い、

　≪共助の心≫　≪共助の心≫を育みました。を育みました。



令和３年度　決算報告
（単位：円） （単位：円）

（単位：円）
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令和３年度財産目録
令和４年３月 31日現在 （単位：円）

（単位：千円）

⑴事業未払金
⑴ ⑵賞与引当金
⑵ ⑶職員預り金

⑴基本財産 ⑴退職給付引当金
⑵ ⑵退職給付引当金

Q．社会福祉協議会の会費って何に使われていますか。
A． 地域のボランティア育成や福祉機器（子供用車椅
子等）の貸与、小学校や中学校等への出前福祉教
育や体験学習などの地域福祉事業に使われていま
す。

　肝付町社会福祉協議会では、こ
れからも「みんなの参加で福祉の
町づくり」をキーワードに地域福
祉向上に取り組んでまいりますの
で、皆様方のご意見などお聞かせ
ください。

※ 社会福祉協議会の会計は、「社会
福祉法人会計基準」に基づき編成
されていますが、ここでは分かり
やすくするため、支出の部を経理
区分（各事業）ごとに掲載してお
ります。
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おおすみ地域成年後⾒センターのご案内
　大崎町、東串良町、錦江町、南大隅町並びに肝付町の５つの町が共同で「おおすみ地域成年後見セン
ター」を肝付町福祉会館内に設置し、肝付町社会福祉協議会が運営を行っています。
　センターは、認知症や知的障がい、精神障がいなどによって物事を判断する能力に不安のある方々が
住み慣れた地域で安心して生活を継続できるよう、成年後見制度の普及、啓発、相談、その他円滑な制
度利用促進のための支援を実施し、高齢者や障がい者等の権利擁護を図ることを目的としています。

成年後⾒制度とは︖

　成年後見制度は、判断能力が不十分な方を生活面・法律面で保護・支援するしくみです。ノーマライゼーション、
自己決定の尊重、本人の保護の調和を理念に掲げ、ご本人の財産と権利を法律的に守り、本人の意思を尊重した生
活ができるように支援するための制度です。

※任意後見は、ひとりで決められるうちに、あらかじめご自身が選んだ人（任意後見人）に、代わりにしてもらい
たいことを契約（任意後見契約）で決めておく制度です。契約は、公証人の作成する公正証書にて作成します。
◎成年後見制度に関する相談支援
　成年後見制度の説明や利用手続の助言など成年後見制度に関する相談 ( 電話・面談・訪問 ) に応じます。
・相談時間　月曜日～金曜日 　午前９時 から午後 5 時 まで
・専門相談（要予約）　Tel: 0994-68-8188
　法律的な知識や判断が必要な成年後見制度に関する相談について、司法書士が面談等で応じます。事前に相談内
容をお伺いし、専門相談が必要と認められる方のみ予約を受け付け、日時を決めてセンターに来ていただきます。(来
所が難しい場合は、施設等へ出向くことも可能です。） 相談は無料で、秘密は固く守られます。ひとりで悩まないで、
まずはご相談ください。

種 類 ( 類型 ) ご本⼈の判断能⼒ 援 助 者

法定後⾒

( 後⾒ ) 判断の能⼒が不⼗分な⽅ 成年後⾒⼈
監督⼈が選任されること

があります。
( 保佐 ) 判断能⼒が著しく不⼗分な⽅ 保佐⼈

( 補助 ) 判断能⼒が⽋けているのが通常の状態の
⽅ 補助⼈

任 意 後 ⾒ ※ 判断能⼒が⼗分な⽅ 任意後⾒⼈ 任意後⾒監督⼈

福祉サービス利⽤⽀援事業

　社会福祉法に基づいて、福祉サービスの利用や日常的な金銭管理などに不安がある方々が住み慣れた地域で安心
して暮らせるようお手伝いします。自らの判断では適切な契約や福祉サービスをご利用することが困難な高齢者や
障がい者等を支援する事業で、ご本人との契約により、下記の①を基本サービスとし必要に応じ②③のお手伝いを
担当の利用支援員等が行います。

⽀ 援 内 容 利 ⽤ 料 ⾦
① 福祉サービスの利⽤⼿続きのお⼿伝いをします。 相談は無料です。利⽤⽀援員等のお⼿伝いは

有料で、1 回の訪問・⽀援につき 1,200 円です。
ただし、⽣活保護受給中は無料です。

② ⽇常⽣活のお⾦の出し⼊れのお⼿伝いをします。

③ 印鑑や証書などを安全な場所でお預かりします。

す しく す
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「バリアフリー」「ユニバーサル」この⼆つの⾔葉は、
混同されて使われていますが、「バリアフリー」は、段差解消やスロープ設置など物理的なイメー
ジが強い傾向があります。しかし、本来は、それら含めて障がいのある⼈の社会的・制度的・
⼼理的障壁をなくすこととされています。では、「ユニバーサル」とは？「ユニバーサルデザイ
ン」でイメージできると思いますが、障がいに限らず、すべての⼈が施設や製品なども含め、「誰
にとっても使いやすく」という意味になります。

 ９⽉８⽇ (⽊ )、町観光協会・町担当課
と本会で JINRIKI( ジンリキ：⾞いすに
装着 ) を使⽤して「宇宙科学資料館〜道
隆寺跡〜塚崎⼤楠」を巡り、町の観光資
源を福祉的視点から、どのように活⽤で
きるか検証しました。すべてがバリアフ
リーでなくても、⼯夫することで「ユニ
バーサル ( 誰にもやさしい ) な町づくり」
を考える機会になりました。

 障がいや事情により外出の機会がなく、⾃然に触れたりするのが困難な⽅の体験イベントとして、
９⽉３⽇（⼟）に「ハートフル・チャレンジ」が⾏われました。
 参加者家族と医療・福祉・⾚⼗字指導員等の⽀援ボラン
ティア含む３３名が集い、「⼤隅の⻘少年⾃然の家」でハイ
キングや「マリンパークたるみず」でマリンスポーツを体
験しました。台⾵の接近も⼼配されましたが、時折さす晩
夏の⽇差しの中、たくさんの笑顔と勇気がうまれ、また、
この他⾚⼗字救急法体験やコロナ対策として⾮常炊出し⽶
を⾷べるなど、「With コロナ」で思い出の時間を
過ごすことが出来ました。

炊き出し米配布

ビーチスターで
入水　

JINRIKI で階段をクリア

JINRIKI ： （ジンリキ）
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◎⽀え合う地域の拠点として、誰でも気軽に集って助け合う
活動や趣味・特技などの⽣きがいづくりに利⽤することがで
きます。

 《お問合せ先》
肝付町社会福祉協議会(肝付町地域包括⽀援センター内)
⽣活⽀援コーディネーター 渕之上 貴裕
TEL 65-8419

●波野地区公民館

●野崎簡易郵便局

肝付町立波野小●

肝付町立波野中●

おはじき遊び

花の寄せ植え お好み焼き作り

みんなの食堂

【いったんもめんと結いの家】
〒 893-1201
肝付町野崎２２９－１

案内の看板が

⽴っています
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献血のお願い

鹿児島県赤十字血液センター

所長　竹原　哲彦　様

鹿児島県赤十字

血液センターＨＰ

『ウクライナ人道危機救援金』 を目的に、 肝付町文化協会が『ウクライナ人道危機救援金』 を目的に、 肝付町文化協会が
夏の音楽会を開催しました。 ご協力ありがとうございました。夏の音楽会を開催しました。 ご協力ありがとうございました。

　国際赤十字は「ヨーロッパ最大級の人道危機」とよばれる

同危機に対し、緊急の「救援活動」に加え、中長期的な「復

興支援」も視野に、懸命に活動を続けています。

　この紛争で被災された方々を支援するため、日本赤十字社

鹿児島県支部及び肝付町分区では、次のとおり救援金を受け

付けております。紛争地の一日も早い終息を願い、皆さまの

温かいご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。出典︓⽇本⾚⼗字社 ©Finnish RedCROSS/Ville Palonen

( 写真 ) ウクライナ ・ ウジュホロドにてボランティアによる物資配布の様子。

赤十字講習会のご案内赤十字講習会のご案内

【講習受付】099-256-2099　【代表電話】099-252-0600　【受付時間】　9:00 ～ 17:00

※申込用紙は、日本赤十字社肝付町分区（肝付町社会福祉協議会内）にも準備しています。電話 68-8188

　身近な人を救うため、また健康で安全に暮らすための知識や技術を伝えるため、

日本赤十字社では、救急法や介護などの講習を行っております。これらの講習会で

身に着けた知識と技術は、日常生活だけでなく、ボランティア活動などに役立ちます。

日程及び各種講習の内容につきましては県支部ホームページ（検索「日本赤十字社

鹿児島県支部」クリックページ下方「講習会について」）等でご確認ください。

〇ゆうちょ銀行の振り込み用紙でお振込みください。

　※他の銀行等から振り込まれた場合は、振込手数料がかかります。

〇持参される方は、肝付町社会福祉協議会

本所（肝付町福祉会館内）及び内之浦事業

所（役場内之浦総合支所２階）でも受け付

けています。

お問い合わせ先

日本赤十字社鹿児島県支部

　電話 099-252-0600

肝付町分区

　電話 0994-68-8188

00110-2-5606

「日本赤十字社」

免除（窓口での取り扱いに限る）

（受

領証発行には 3 ケ月程お時間を要します）

　冬場はインフルエンザの流行など
体調を崩される方が多くなり献血者が
減少します。
　医療機関へ安定的に輸血用血液をお
届けするために、定期的・継続的な献
血へのご協力をお願い致します。

ウクライナ人道危機救援金
募集期間：R4年3月2日 (水 )～R5年3月31日 (金 )

※また、10 人以上のグループ（受講者）を対象に赤十字講習会指導員派

遣を行っています。上記ホームページで詳細をご確認の上、派遣希望日

の 2 か月以上前に（原則）お問い合わせください。
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１０月から赤い羽根共同募金運動が始まります。
　　　みなさまの温かいご協力をよろしくお願いします。

共同募金について
 ⾚い⽻根の募⾦活動は、町の⼈のやさしい気持ちを集める活動です。
 あなたのやさしさが、あなたの声かけが、あなたの⾏動が、きっと、町を変えていくはじめの⼀歩となるはずです。じめの⼀歩となるはずです。
 もっと、もっと、良いまちになりますように。
◆共同募金の意味と歴史◆◆共同募金の意味と歴史◆
 ⾚い⽻根共同募⾦は、⺠間の運動として戦後直後の 1947 年 ( 昭和 22 年 ) に、住⺠主体の取り組みとしてスター
トしました。
 当初は戦後復興の⼀助として、戦争の打撃をうけた福祉施設を中⼼に資⾦⽀援する活動としての機能を果たして
きました。
 その後、「社会福祉事業法 (平成 12年社会福祉法に改正 )」という法律をもとに「⺠間の社会福祉の推進」に向けて、
社会福祉事業の推進のために活⽤されてきました。
 70 年以上たった今、社会が⼤きく変化する中で、さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む、⺠間の団体を⽀
援する仕組みとして、また、住⺠のやさしさや思いやりを届ける運動として、共同募⾦は住⺠主体の運動を進めて
います。
 ⾚い⽻根共同募⾦は、住⺠⾃らの⾏動を応援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」です。
◆共同募金の使われ方◆◆共同募金の使われ方◆
 募⾦の約７０％は、あなたの町を良くするために使われています。
誰かのためにと思って募⾦をしたら、じぶんたちの町のための募⾦でもありました。

 町のみんなで集めた募⾦は、下記の写真以外にもじぶんの町を良くする様々な活動に使われています。

児童・生徒の福祉体験学習児童・生徒の福祉体験学習 地域福祉事業地域福祉事業

小 ･ 中学校疑似体験紹介小 ･ 中学校疑似体験紹介

６月２９日 (水 )
内之浦中学校

７月 9日 (土 )
国見小学校

車椅子体験福祉講話

視覚障がい者
　　及びサポート体験

先生たちも体験！

視覚障がい者
　　及びサポート体験

高齢者疑似体験

8⑧


